
「環境・エネルギー」「環境・エネルギー」
○再生可能エネルギー、水素等分野の先進的な技術開
発・実証

○環境リサイクル分野の産業の振興
○原子燃料サイクルを基本とする原子力分野の技術開発
○ＩＴＥＲ関連施設を中心とする核融合関連の研究開発拠
点の形成

○原子力を支える人材の育成、メンテナンス業務等への参
入促進

○環境・エネルギー関連施設を核とした産業観光の推進

「ＩＴ」「ＩＴ」
○ＩＴ技術の開発・実証 ○ＩＴ技術を活用した産業振興 ○ＩＴを活用した安心・安全
のまちづくり

「森林バイオマス」「森林バイオマス」
○効率的伐採システム構築 ○森林資源の素材・エネルギー両面での高度活用

全県対象

「アグリバイオ」「アグリバイオ」
○資源循環農業の構築と地域ブランドの
確立

○農林水産業への再生可能エネルギー
の導入

○農工ベストミックスの推進

「医療・福祉」「医療・福祉」
○次世代型医療システムの開発・導入
○緊急時医療に係る研究開発の推進と
救命救急体制の構築

「省エネ・雪対策」「省エネ・雪対策」
○雪国ならではの先進的省エネルギー・
雪対策システムの開発・導入

県南・下北エリア

１．知的コアの形成・強化 ２．総合的産業支援の推進 ３．産業振興のための環境整備

津軽エリア

基本的考え方
青森県のエネルギーポテンシャルを活かし、
「持続可能な社会の先進地域」の形成を目指す

○経済・エネルギー・環境のトリレンマ解決への貢献
○青森県が目指す「生活創造社会」の実現

産業振興の方針 １．「重点的・戦略的な産業振興の推進」 ２．「地域産業クラスターの形成」

重点産業分野

産業振興を支える知的コア・産業支援機能

青森県エネルギー産業振興戦略（概要）青森県エネルギー産業振興戦略（概要）

2030年の

エネルギー将来像

再生可能エネルギー電力化石燃料本県現状値

3%17%80%

26%31%43%

熱回収利用(水素含む)電力化石燃料Triple50に対応した消

費構造（本県将来像）
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「環境・エネルギー」

県南・下北エリアでのプロジェクト県南・下北エリアでのプロジェクト

１．地域エネルギー供給システムの開発と
事業化の推進

１）先進的風力発電モデルの推進
２）マイクログリッドの高度化
３）下水汚泥等を使用した化石代替燃料の製造技
術開発・利用促進

４）夜間電力を活用したプラグイン・ハイブ
リッド車等の導入に向けた技術開発・実証

５）津軽海峡における潮流発電の調査研究

２．八戸臨海部エコタウン企業群によるエコ
コンビナート・コプロダクションの実現

３．原子力分野の技術開発推進と地域産業基
盤・人材の育成

１）原子燃料サイクルの確立等原子力分野の
技術開発

２）ＩＴＥＲ関連施設を中心とする核融合研
究開発

３）原子力分野の人材育成
４）原子力施設メンテナンス等への地元企業
の参入促進

４．産業観光の推進 風力発電事業者A

電力系統

風力発電事業者B

風力発電事業者C

大規模ウィンドファーム

蓄電池（共有インフラ）

制御システム

電力

青森県

支援

取り纏め

共同整備による
①蓄電池容量の効率化
②事業リスクの最小化

出資

≡ あ≡ ≡≡ あ≡ ≡

風力発電量情報

原子燃料サイクルに関するPRサイト

熱、電気、CO2のトリジェネ

核融合関連の研究開発を行う
ITER-BAプロジェクト

プラグインハイブリット車の実証サイト

蓄電池併設型ウィンドファーム
風力発電機の実証・認証サイト

先進的エネルギー住宅団地

Ａ社

Ｂ社

Ｃ社

Ａ社

Ｂ社 Ｃ社

発電

排熱供給
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原材料
電力電力
排熱（蒸気）排熱（蒸気）

原材料原材料

自家発電

他地域へ
供給県内自給

水 素

（将来的に）

合成燃料
地域の資源

化石資源（原油、天然ガス等）等）

エネルギー比
エンジン：バッテリー (3:7)原子力発電所

電 気
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バッテリー
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世界に貢献する新たな「科学技術創造圏」
～次世代エネルギーパーク～
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海外研究者
（ITER関連施設等） 他

PHEV

高速充電器（商業施設等）
・不安のない快適なドライブ
・時間の有効利用

PHEV

個人

ＩＴＳを利用した
課金システム

原子力発電所

ＧＰＳを利用した各種走行実証

ＰＨＥＶのカーシェアリング
・乗用車共有による交通負荷の削減

・CO2排出量削減

・省エネ化によるエネルギーコスト削減

ＩＴＳを利用したシステム形成
・カーシェアリングシステム、
課金システムによる快適なドライブ

PHEVを利用した
電力平準化、災害時対応

酪農家

農家

蓄電池

100％グリーン電力走行
再生可能エネルギーによる

大規模発電施設

企業
六ヶ所村役場
日本原燃
むつ小川原石油備蓄 他

次世代エネルギーパークでの運用

新規夜間電力需要の創出

プラグインハイブリッド車を中心とした

地域・企業・個人 全てが新しい豊かさを実現出来る環境モデル



プラグインハイブリッド車の導入普及に関する効果を基礎的に検討

H18 プラグインハイブリッド車導入普及検討

H19 運輸部門省エネルギーモデル策定

プラグインハイブリッド車を核とする具体の地域エネルギーモデルを構築

H20～21   プラグインハイブリッド車実証導入推進事業

H20

・エネルギー相会合でのデモンストレーション

・走行テスト実施（走行パターン別の燃費、電力消費等のデータ収集）

・地域実証推進組織の創設

H21
・経済産業省EV・PHEVモデル地域の指定

・産学官民一体となった本格的な地域実証

プラグインハイブリッド車導入先進県へ

・経済産業省「次世代エネルギーパーク」申請・認定

原子力と再生可能エネルギーのベストミックスで持続可能な社会の実現

プラグインハイブリッド車導入推進に向けて


